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１． 組織の概要

1） 名称及び代表者名
　スワン商事株式会社　代表取締役社長　峰　暢宏

2） 所在地
■ 認証・登録対象組織

本　　　社 福井県坂井市坂井町福島10-1 ２０１８年認証・登録

福井工場 福井県坂井市坂井町福島10-1 ２０１８年認証・登録

七尾工場 石川県七尾市マイダリ山200-34 ２０１８年認証・登録

■ 親会社[三洋工業㈱]のマネジメント（EA21)での活動組織
東日本支店

西日本支店

※2019年9月　名古屋営業所閉鎖
※2020年4月　東京支店を東日本支店、大阪支店を西日本支店に名称変更
※2020年4月 札幌営業所閉鎖、東日本支店に集約
※2020年4月 福岡営業所閉鎖、西日本支店に集約

3） 環境管理責任者氏名及び担当者氏名
責　任　者 取締役　管理部長　常廣　陽一
担　当　者 管理部　管理課　森川　佳美　　松浦　公美

4） 事業活動内容
アルミ建材製品等の製造・販売

5） 事業の規模
単位 2022年度 2021年度 2020年度 2019年度

売上高(全社) 百万円 500 529 523 580
※従業員(4.1現在) 名 37 39 36 38
※延べ床面積 ㎡ 8,835 8,835 8,835 8,835
※従業員には常勤役員、パート、アルバイト2、常駐の嘱託業者4を含む全人数とする。
　今回の対象範囲人員は２８名(2022年4月1日現在)
※延べ床面積は本社・福井工場及び七尾工場
支店・営業所の規模

単位 東日本支店 西日本支店
※従業員(4.1現在) 名 6 3
※床面積 ㎡ 51.5 19.8
※床面積は親会社との賃貸借契約書に準ずる。

6） 事業年度
4月　～　3月

２． 対象範囲（認証・登録範囲）
1） 対象組織 「１．２）所在地」欄に記載

2） 対象活動
① 本社

指導、調整、監督及び監査に関する業務、事業活動確認、財務・総務・購買他　関連業務
② 工場（福井工場、七尾工場）

アルミ建材製品の製造

３． レポートの対象期間及び発行日
レポートの対象期間及び発行日は表紙に記載

東京都墨田区太平2丁目9番4号 三洋工業㈱本社ビル２Ｆ 三洋工業㈱本社にて活動

大阪府吹田市江坂町1-12-38江坂ｿﾘﾄﾝﾋﾞﾙ10階 三洋工業㈱大阪支店にて活動

「１．４）事業活動内容」欄に記載の事業を推進する為の方針・政策・計画策定、支店・工場・その他の事業所の統轄、
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4． 環境経営実施体制表
1） 環境経営実施体制表

2） 役割と責任及び権限
役　割 ガイドライン要求事項
社長

① 取組みの対象組織・活動の明確化 要求事項１
② 代表者による経営における課題とチャンスの明確化 要求事項２
③ 環境経営方針の策定 要求事項３
④ 環境経営目標及び環境経営計画の策定 要求事項６
⑤ 実施体制の構築 要求事項７
⑥ 代表者による全体の評価と見直し・指示 要求事項１４
⑦ 環境活動レポートの承認
⑧ その他

① 環境への負荷と環境への取組状況の把握及び評価 要求事項４
② 環境関連法規などの取りまとめ 要求事項５
③ 環境コミュニケーションの実施 要求事項９
④ 文書類の作成・管理 要求事項１２
⑤ 取組状況の確認・評価、並びに問題の是正及び予防 要求事項１３
⑥ 環境活動レポートの作成、確認
⑦ その他

① 教育訓練の実施 要求事項８
② 実施および運用 要求事項１０
③ 環境上の緊急事態への準備および対応 要求事項１１
④ その他

① 事業所のEA21の活動計画を推進する。

① 環境方針の理解および環境問題の現状と環境への取組の重要性の自覚

② 自らの役割および実施しなければならない取組・責任の認識

責任及び権限

環境管理責任者
（EA21事務局）

部門責任者

推進委員

全社員

営業部２支店は親会社(三洋工業)のマネジメントで活動

作成日 2021年　7月 1日

承認 作成

代　表　者

社長 常廣(代表取締役社長　峰　暢宏)

環境管理責任者 エコアクション事務局

開

発

課

(取締役　管理部長) ＜本社＞

営

業

部

製

造

部

開

発

部

管

理

課

管

理

部

東

日

本

支

店

西

日

本

支

店

本

社

営

業

七

尾

工

場

福

井

工

場
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５． 環境経営方針

１．環境保全活動として次の事項に取り組みます。

　（１）電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

　（２）廃棄物排出量の削減

　（３）水使用量の削減と排水処理の適正管理

　（４）グリーン購入の推進

　（５）環境配慮型製品の開発および販売

代表取締役社長　峰　暢宏

　私たちは、経営理念である「快適空間の創造を通じて社会に貢献する」を使命とし、地球環境

の保全と持続可能な社会の実現に向け、アルミ建材メーカーとして以下の活動を行い、社員全員で環境

負荷・環境経営システムの継続的改善と汚染の予防に取り組んでまいります。

環境保全への行動方針

２．環境に影響を及ぼす可能性のある当社の活動、製品およびサービスに関係して当社の適用可能

な法的要求事項および当社が合意するその他の要求事項を遵守します。

環　境　経　営　方　針

３．環境意識の向上を図るため、社員への教育、啓蒙に努めます。

４．本環境方針は、社員に周知徹底し、一般に開示します。

2021年6月24日

スワン商事株式会社
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６. 環境経営目標及びその実績

実績 評価

2016年度実績 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

141,553 137,306 ／ 年以下 88,703 137,306 ／ 年以下 137,306 ／ 年以下

88,754 － 86,091 ／ 年以下 55,617 86,091 ／ 年以下 86,091 ／ 年以下

2016年度実績 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

3,031 2,940 ／ 年以下 4,358 2,940 ／ 年以下 2,940 ／ 年以下

7,032 － 6,821 ／ 年以下 10,111 6,821 ／ 年以下 6,821 ／ 年以下

2016年度実績 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

1,465 1,421 ／ 年以下 1,416 1,421 ／ 年以下 1,421 ／ 年以下

3,399 － 3,297 ／ 年以下 3,284 3,297 ／ 年以下 3,297 ／ 年以下

2016年度実績 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

2,536 2,460 ／ 年以下 1,299 2,460 ／ 年以下 2,460 ／ 年以下

6,543 － 6,347 ／ 年以下 3,351 6,347 ／ 年以下 6,347 ／ 年以下

2016年度実績 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

1,985 1,925 ／ 年以下 745 1,925 ／ 年以下 1,925 ／ 年以下

4,943 － 4,794 ／ 年以下 1,855 4,794 ／ 年以下 4,794 ／ 年以下

2016年度実績 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

93,275 90,477 ／ 年以下 55,607 90,477 ／ 年以下 90,477 ／ 年以下

58,483 － 56,729 ／ 年以下 34,866 56,729 ／ 年以下 56,729 ／ 年以下

2016年度実績 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

1,594 1,546 ／ 年以下 714 1,546 ／ 年以下 1,546 ／ 年以下

3,698 － 3,587 ／ 年以下 1,656 3,587 ／ 年以下 3,587 ／ 年以下

2016年度実績 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

632 613 ／ 年以下 647 613 ／ 年以下 613 ／ 年以下

1,631 － 1,582 ／ 年以下 1,668 1,582 ／ 年以下 1,582 ／ 年以下

2016年度実績 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

1,156 1,121 ／ 年以下 1,090 1,121 ／ 年以下 1,121 ／ 年以下

2,878 － 2,792 ／ 年以下 2,714 2,792 ／ 年以下 2,792 ／ 年以下

234,828 227,783 144,310 A 227,783 227,783

6,090 5,907 6,488 C 5,907 5,907

3,168 3,073 1,946 A 3,073 3,073

3,141 3,047 1,835 A 3,047 3,047

177,360 － 172,040 ／ 年以下 115,122 A 172,040 ／ 年以下 172,040 ／ 年以下

※１ 電力使用量のCO2(二酸化炭素)排出係数の根拠は以下のとおりとする。

北陸電力0.627㎏-CO2/kWh

※２ 化石燃料のCO2(二酸化炭素)排出係数の根拠は以下のとおりとする。

ガソリン2.32㎏-CO2/Ｌ、軽油2.58㎏-CO2/L、灯油2.49㎏-CO2/L

実績 評価

2016年度実績 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

500 485 ／ 年以下 0 A 485 ／ 年以下 485 ／ 年以下

2016年度実績 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

2,720 2,638 ／ 年以下 4,807 C 2,638 ／ 年以下 2,638 ／ 年以下

2016年度実績 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

1,070 1,038 ／ 年以下 0 A 1,038 ／ 年以下 1,038 ／ 年以下

2016年度実績 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

267 259 ／ 年以下 285 C 259 ／ 年以下 259 ／ 年以下

2016年度実績 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

184 178 ／ 年以下 115 A 178 ／ 年以下 178 ／ 年以下

2016年度実績

1 39 A

2016年度実績

0 12 A

2016年度実績

0 0 C

2016年度実績

0 0 C

2016年度実績

0 0 C

2016年度実績

0 3 A

2016年度実績

0 3 A

合　計 0 － 件 件0 C 件6

5
環境に配慮した社内改善提案

(件数）

本社 －
(2022.4～2023.3)

福井工場 －
(2022.4～2023.3)

七尾工場 －

－ 件 51 A 件 件

4
グリーン購入の推進
‹エコ商品購入数›

本社
福井工場

－
(2022.4～2023.3)

七尾工場 －
(2022.4～2023.3)

合　計 1

437.47 ／ 年以下 437.47 ／ 年以下－ 437 ／ 年以下 400 A

3
水使用量の削減
‹水道使用量：㎥›

本社
福井工場

－
(2022.4～2023.3)

七尾工場 －
(2022.4～2023.3)

合　計 451

4,161 ／ 年以下 4,161 ／ 年以下

2

－

－

－

－

(2022.4～2023.3)

(2022.4～2023.3)

C4,807／

本社
福井工場

年度目標

2023年度 2024年度

0.627

車両燃料(ｶﾞｿﾘﾝ)
使用量の削減(L)

2.32
(2022.4～2023.3)

A

電気使用量の削減
（ＫＷｈ）

Ｎｏ
環境方針
(キーワード)

基準値
ＣＯ２

換算係数
（※1・2）

活動期間
対象組織

年度目標

2022年度
環境目標項目

(㎏－CO2)
A

(2022.4～2023.3)

2.32
車両燃料(ｶﾞｿﾘﾝ)
使用量の削減(L)

(㎏－CO2)
A

灯油使用量の削減
(L)

(㎏－CO2)

福井工場

車両燃料(軽油)
使用量の削減(L)

(㎏－CO2)

2.58

2.49

A

A

(2022.4～2023.3)

(2022.4～2023.3)

(2022.4～2023.3)

2.58

C

A
(㎏－CO2)

電気使用量の削減
（ＫＷｈ）

0.627
(2022.4～2023.3)

A
(㎏－CO2)

七尾工場
(2022.4～2023.3)

(2022.4～2023.3)

(㎏－CO2)

車両燃料(軽油)
使用量の削減(L)

年以下／

(㎏－CO2)

灯油使用量の削減
(L)

2.49

環境方針(ｷｰﾜｰﾄﾞ)／環境目標項目

電力使用量の削減（KWh)

ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減(L)

軽油使用量の削減(L)

灯油使用量の削減(L)

計(㎏－CO2)

合　計

環境省　電気事業者別排出係数（特定事業者の温室効果ガス排出量算定用）平成27年度実績から算出

環境省　温室効果ガス総排出量算定方法ガイドライン(平成27年4月)Ｐ11から算出

／ 年以下 ／ 年以下

Ｎｏ 基準値
ＣＯ２

換算係数

1
二酸化炭素
排出量の削

減

活動期間 年度目標

2022年度 2023年度 2024年度
対象組織

年度目標

本社

福井工場

七尾工場

合　計

廃棄物排出量の削減
（㎏）

(2022.4～2023.3)

年以下4,1614,290

本社

車両燃料(ｶﾞｿﾘﾝ)
使用量の削減(L)

(㎏－CO2)

2.32
(2022.4～2023.3)

C

本社
福井工場

－ 1

1七尾工場 －

A

(2022.4～2023.3)

件 件

2

6 環境に配慮した物流

合　計 0 －

件

件

件

2

件 件

件

件

件 6

件 件

(2022.4～2023.3)
件

件

件

2

2

6

1

件

件 件

件

件

件 件 2

1
(2022.4～2023.3)

件

2

2

4

6

2

2

2

4

2

2

2

1

1

2

2

2

4

2

2

件

4



No 実績項目 本　社 福井工 七尾工 実施項目 スケジュール

① ○ ○ ○ こまめな消灯励行 通年

② ○ ○ ○ 事務機器の節電 通年

③ ○ ― ―
適切な温度管理　夏冷房28度　冬暖
房20度

夏季、冬季

④ ― ○ ○ 電気負荷の軽減 通年

⑤ ― ○ ○ 節電 通年

⑥ ― ○ ○
生産効率化による電気使用量削減
励行

通年

① ― ○ ○
工場内ストーブ使用時の適正温度
管理の励行

冬季

① ○ ○ ○ 停車中のアイドリングストップ 通年

② ○ ○ ○
急発進・急ブレーキの抑制、速度超
過の禁止

通年

③ ○ ○ ○ 故障・摩耗・事故発生の抑制 通年

① ○ ○ ○ 収集業者との連携　マニフェスト発行 通年

② ○ ○ ○ ゴミの分別の細分化で資源ごみ 通年

③ ○ ○ ○ ＰＤＦ化によるデータ保存 通年

④ ○ ○ ○ インク類等、詰替可能商品の利用 通年

⑤ ○ ― ― 裏紙使用の推奨 通年

⑥ ― ○ ○
梱包資材使用を少なくし、廃棄物発
生を低減

通年

① ○ ○ ○ 剥がれが無いか確認 ４月

② ○ ○ ○ 流し放しをしない 通年

③ ○ ― ―
大きな水漏れがないか見える範囲で
確認。メーター確認。請求書確認

３月

① ○ ○ ○ 対象商品の選定 通年

① ○ ○ ○
全社員から提案してもらう事により、
改善の範囲を広げる。

通年

6 集約運送 ① ― ○ ○
運送トラックを集約する事により、廃
出物の発生を減らす。

通年

7 販売率（％） ① ○ ― ―
環境に配慮した製品の開発、提案の
推奨

通年環境配慮製品の販売強化
環境配慮製品の販売強化と設計指定
活動強化

環境に配慮した物流
同送り先、同地域等へのチャーター使
用時に物件を集約して積込みを提案

5 環境に配慮した社内改善提案 環境改善提案

環境提案募集

4
グリーン購入の推進
＜エコ商品購入率＞

ｸﾞﾘｰﾝ
購入

適切なグリーン購入の運用

3 水使用量の削減
水使用量
（㎥）

節水表示

手洗いや洗い物、日常的に節水

年に１回漏水チェック

2 廃棄物排出量の削減
廃棄物
排出量
（ｋｇ）

廃棄物量の測定（排出毎）

分別収集、リサイクルの推進

IT化（デジタル保存含む）を進め、紙使
用量の削減

詰替可能製品の利用や備品修理等で製品
の長期使用推進

オフィス用紙のリサイクル推進

簡易包装の推進

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油
使用量の削減

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油
使用量（L）

車両のアイドリングストップの推進

車両のエコドライブ

車両の定期的メンテナンスの実施

灯油使用量
の削減

灯油使用量
（L）

暖房機器の設定温度の調整

ＯＡ機器をセーブモード設定

空調の適温化

設備機器の定期的メンテナンス実施

設備機器未使用時の電源OFF

生産機器の効率化

７．環境経営活動計画

環境目標項目 具体的活動内容

1

二酸化炭素
排出量の削

減

電力使用量
の削減

電力
（kWh）

不使用照明の消灯・間引き点灯

５



８．環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

No 実績項目 取組の結果・評価 次年度の取組み内容

①

②

③

④

⑤

⑥

①

①

②

③

①

②

③

④

⑤

⑥

①

②

③

①

①

6 集約運送 ①

集約運送は両工場共取り組めた。
特に七尾工場は一部ではあるがＪＲ貨物を利
用する事で、軽油使用量を軽減した。

引き続き目標達成に向けて実施する。

7 販売率（％） ①
トップダウンで開発要望テーマを吸い上げた。
その中から環境配慮製品となりえる製品をピッ
クアップし製品化する事を検討する。

2023度の目標達成に向け、販売強化を図る。

①電気使用量・・・年度目標・前年実績共に、削
減する事が出来た。
②灯油使用量・・・年度目標・前年実績共に、共
に削減する事が出来た。
③ガソリン、軽油使用量・・・営業活動の件数が
増えた事から、本社部門のガソリン使用量(社
用車使用による営業活動)が増えた。
福井工場・七尾工場も年度の生産量に左右さ
れることが多く、特にＣ評価とした七尾工場の
軽油使用量はトラックの使用が多かった為であ
る。
全社の合算では、目標値はクリア出来たが、前
年比は若干上回ってしまった。

5 環境に配慮した社内改善提案 環境改善提案

4
ｸﾞﾘｰﾝ
購入

適切なグリーン購入の運用

3


水使用量の削減

環境提案募集
日々の就業・作業の中で、各人が節電・節水を
行っている。
更なる改善提案となると、投資も必要な為、
個々での提案が出にくい。

一件でも改善提案があれば効果が期待でき
る。

本社・福井工場の水使用は昨年度よりは少なく
なりましたが、目標値は上回ってしまった。月別
で比較した場合にも極端な使用差は無いもの
の、近年、草刈りに、除草剤を使用する機会が
増えた事と、積雪時の除雪(通用口)に使用する
事が増えた事が目標を達成出来ていない要因
ではないかと思われる。
七尾工場は年間を通して少なくすることが出来
た。

環境に配慮した物流 同送り先、同地域等へのチャーター
使用時に物件を集約して積込みを
提案

環境配慮製品の販売強化
環境配慮製品の販売強化と設計指
定活動強化

2
廃棄物
排出量
（ｋｇ）

廃棄物量の測定（排出毎）

分別収集、リサイクルの推進

IT化（デジタル保存含む）を進め、紙
使用量の削減

水使用量
（㎥）

節水表示

手洗いや洗い物、日常的に節水

年に１回漏水チェック

詰替可能製品の利用や備品修理等
で製品の長期使用推進

オフィス用紙のリサイクル推進

簡易包装の推進

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油
使用量（L）

車両のアイドリングストップの推進

車両のエコドライブ

車両の定期的メンテナンスの実施

環境目標項目とSDGsの紐付け 具体的活動内容

電力
（kWh）

不使用照明の消灯・間引き点灯

1

灯油使用量
の削減

灯油使用量
（L）

ＯＡ機器をセーブモード設定

空調の適温化

設備機器の定期的メンテナンス実施

設備機器未使用時の電源OFF

生産機器の効率化

暖房機器の設定温度の調整

水使用時の節水の推進をより強化する。

2023年度の目標達成に向け、継続実施および
啓蒙活動の推進を図る。
設備更新の検討開始(水銀灯をＬＥＤ化)会社損
益を見て判断

具体的活動内容を全社員に周知しCO2削減に
努める。

継続してグリーン製品の購入を心掛ける。 2023年度の目標達成に向け、継続実施と啓蒙
活動の推進を図る。

産業廃棄物排出量の削減は、3月に福井工場
で木くずと廃プラを大量に処分した事から、目
標値を大きく上回ってしまった。木くずに関して
は仕入品の梱包資材の廃棄が多い。廃プラの
多くは数年間、貯め込んだ端材を処分した為、
大幅に増加してしまった。今後の課題・・・仕入
先との梱包資材の簡素化の検討。製品歩留り
の再検討

2023年度の目標達成に向け、継続実施および
啓蒙活動の推進を図る。

各人がゴミ分別や裏紙使用を更に意識しする
よう努める。

二酸化炭素排出量
の削減

廃棄物排出量の削減

グリーン購入の推進
＜エコ商品購入率＞

電力使用量
の削減

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油
使用量の削減

６



９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律

(廃棄物処理法）

（一般廃棄物の処理）

○ ○ ○ 一般廃棄物の処理委託 適合

産業廃棄物の保管（木くず、廃プラ、廃
金属等）

適合

産業廃棄物の処理委託 適合

産業廃棄物の処理委託
（マニフェストの交付・処理状況確認・遅
延報告・保存・交付等状況の報告）

適合

消防法 － － －
危険物の貯蔵
指定数量の1/5以上を貯蔵する場合は
届出が必要

浄化槽法 ○ ○ ○
浄化槽の保守点検、清掃、水質検査及
び記録の保管

適合

オフロード法 － ○ ○ フォークリフトの定期点検、エコ運転 適合

フロン排出抑制法 ○ ○ ○
業務用エアコンの簡易点検と、定期点検
フロン機器の適正破棄

適合

特定家庭用機器商品化法
(家電リサイクル法）

○ ○ ○ 特定家庭用機器の廃棄 適合

エネルギーの使用の合理化等に
関する法律（省エネ法）

○ － －
当社は特定事業者から除外されており
ます。(参考：2022年度エネルギー使用
量52.78kl）

適合

騒音規制法 － 〇 － 特定施設９台使用（数量変更の確認) 適合

振動規制法 － 〇 － 特定施設１０台使用(数量変更の確認) 適合

2019年5月1日適合チェック
2020年5月1日適合チェック
2021年5月1日適合チェック
2022年5月1日適合チェック
2023年6月1日確認

○ ○ ○

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律

(廃棄物処理法）

（産業廃棄物の適正処理）

　当社に関係する下記の環境関連法規等について、その遵守状況を確認した結果、不適合はありませんでした。ま
た、関連機関からの違反等の指摘、環境関連の訴訟は過去３年間ありません。

環境関連法規等名称 本社 福井工 七尾工 当社該当事項 遵守状況
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見直し実施日 （　■定期見直し　□臨時見直し　）

見直し対象期間

出　席　者

見直しに必要な
情報

【環境経営システムが有効に機能しているか】（①、②、③、④、⑤等を踏まえて評価）

【環境への取組が適切に実施されているか】（②等を踏まえて評価）

目標項目
目標達
成状況

活動計画
実施状況

CO2排出量の削減 ○ ○

廃棄物排出量の削減 × ×

水使用量の削減 〇 〇

グリーン購入の推進 ○ ○

環境に配慮した製品の提案 × △

環境に配慮した社内改善提案
（社内改善提案）

× ×

環境に配慮した物流 ○ ○

有害化学物質の使用量の削減 － －

環境配慮製品の販売強化 △ △

【環境経営方針】 変更の必要性　：　□有　　■無　

【環境目標及び環境活動計画】 変更の必要性　：　□有　　■無　

【環境経営システム等】 変更の必要性　：　□有　　■無

次年度以降もJR貨物によるコンテナ輸送及び集約輸送を継続して実行していく。又、
2024年問題にどう対応していくかの検討が必要。(待機時間の縮小と到着日数の確保)

「環境に配慮した製品の提案」と同様に自社での製品開発を再度チャレンジし、既存の
環境配慮型製品のお客様へのＰＲを継続する。

代表者による
見直し

変更の必要性
の有無・変更に
必要な具体的

指示事項

特段の指示事項なし

特段の指示事項なし

特段の指示事項なし

【総　　括】
エコアクション２１の取組もエコクリップから数えて約6年が経過した。
節電や節水は日頃から継続して実施されている事が確認出来ている。事業活動によって多少の波はあるものの、着実にCO2削
減は出来ている。

①環境関連法規の遵守状況(環境関連法規等の遵守記録による)
②環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施及び運用結果(環境活動計画書による）
③問題点の是正処置及び予防処置の結果（是正処置／予防処置報告による）
④外部からの環境に関する苦情や要望(外部からの苦情・要望の記録による)
⑤その他（法規制の動向や取引先からの「グリーン調達」の情報等）

代表者による評価

経営的観点

CO2排出量の削減による経費削減という面では、着実に成果が出ているが、販売の面ではグリーン調達を全面に出してくる取引先
はまだまだ少ないと感じる。

目標・活動計画実施状況の評価（達成の場合：目標設定方法や取組方法の問題点、
次年度の方向性　　未達の場合：原因の明確化、次年度の目標や対応策）

電気使用量の削減は目標をクリア出来ている。工場の水銀灯のLED化は実施できて
いないが、検討はしていきたい。車両燃料は、事業活動によって使用量は大きく変動
する為、エコドライブを更に推奨いていきたい。

年度末に福井工場で木くずと廃プラを多く処分した為、目標値を大きく上回ってしまっ
た。仕入先によっては、材料だけを受け取るやり方も少しずつ実施しており、産廃排出
を減らすようにする。

前年と同様に、水の使用は、原則生活用水に使用する程度。ここ１～２年は除草剤の
散布に多く使用する事や、冬場の融雪(通用口廻り)に使用する程度で大きな変動は無
いものの、水を出しっぱなしにしないよう心がけていくことが必要。

前年と同様に事務所等で使用するものが多くなりますが、担当者は物品購入時は常に
グリーン購入を意識して購入をするようにしている。

今年度、次年度の開発要望テーマを社員全員から提出させる事とした。その中で、環
境に配慮した製品を選定し、製品開発に繋げるよう検討していく事とする。
親会社の環境配慮型製品の販売の促進を継続して実施していく。

改善提案の募集をしっかり行い、各社員から改善方法を吸い上げる。

１０．代表者による全体評価と見直しの結果

2023年6月15日

 2022年4月１日～2023年3月31日

代表者、環境管理責任者、事務局

前回の指示への
取組結果
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